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に
、
外
国
語
教
育
及
び
道
経
一
体
の
経
済
学

教
育
に
尽
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
更
な
る
発
展
を
目
指
し
来
年
４
月
に
、
世

界
の
人
々
が
協
働
し
共
生
す
る
時
代
を
見
据

え
、「
多
様
性
を
つ
な
ぐ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
す
る
国
際
学
部
（
国
際
学
科
と
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）
を
新
設
致
し
ま
す
。
60

年
の
歴
史
を
持
つ
外
国
語
学
部
で
培
わ
れ
た

語
学
力
を
ベ
ー
ス
に
、
経
済
学
部
の
「
道
経

一
体
」
の
理
念
を
根
幹
に
据
え
た
ビ
ジ
ネ
ス

力
を
武
器
に
、
世
界
で
通
用
す
る
語
学
力
・

専
門
性
と
世
界
の
人
々
と
共
生
で
き
る
力
を

兼
ね
備
え
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
共

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
地
域
に
貢
献
す

る
「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
」
を
輩
出
致
し
ま

す
。
北
米
・
Ｅ
Ｕ
・
ア
ジ
ア
な
ど
の
海
外
協

定
校
へ
の
交
換
留
学
制
度
や
海
外
協
定
校
と

の
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
（
異
な
る
２
つ
の

世
界
と
地
域
か
ら
存
在
を
期
待
さ
れ
る

小
規
模
だ
が
き
ら
り
と
光
る
大
学
へ

麗
澤
大
学
学
長

（
33
瑞
）

徳
永

　澄
憲

れ い た く の 森

見
舞
わ
れ
た
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
に
、

創
立
者
の
廣
池
千
九
郎
博
士
が
、「
知
徳
一

体
」
の
理
念
の
下
に
、
本
学
の
前
身
で
あ
る

道
徳
科
学
専
攻
塾
を
緑
に
囲
ま
れ
た
こ
の
地

に
開
設
さ
れ
て
、
今
年
で
84
年
に
な
り
ま

す
。
そ
の
間
、
昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
に

外
国
語
学
部
、
平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
に

国
際
経
済
学
部
（
現
在
の
経
済
学
部
）
を
、

さ
ら
に
、
昨
年
大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
を

開
設
し
、
知
徳
一
体
の
教
育
を
貫
く
と
共

　
麗
澤
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
麗
澤
大
学
の
教
育
と
研
究
に
多
大

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
４
月
に
学
長
を
拝
命

致
し
ま
し
た
徳
永
澄
憲
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
麗
澤
会
の
皆
様
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
本
学
の
発
展
の

た
め
に
精
一
杯
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
我
が
国
が
昭
和
恐
慌
な
ど
一
連
の
危
機
に
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学
士
号
取
得
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
の
推
進
と
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
発

見
解
決
型
）
学
習
の
導
入
に
よ
り
、
刻
々
と

変
化
す
る
世
界
と
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

「
品
格
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
」
を
育

成
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
力
は
、

大
教
室
の
座
学
だ
け
で
は
身
に
付
き
ま
せ

ん
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を
飛
び
出
し
、
世
界
や
地

域
と
直
に
触
れ
合
い
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨

す
る
中
で
身
に
付
く
も
の
で
す
。
学
生
の
顔

と
名
前
が
一
致
す
る
小
規
模
の
本
学
で
は
、

学
生
の
「
や
る
気
に
火
を
つ
け
る
仕
掛
け
」

を
豊
富
に
用
意
し
、
学
生
の
伸
び
る
力
を
教

職
員
や
先
輩
・
仲
間
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
80
余
年
前
に
創
立
者
・

廣
池
博
士
が
残
し
た
先
駆
的
な
取
り
組
み
や

組
織
風
土
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
麗

澤
の
森
に
脈
々
と
流
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、「
知
徳
一
体
」
に
基
づ
く
有
為

な
人
材
育
成
の
た
め
に
、“
小
規
模
に
こ
だ

わ
る
”、“
国
際
性
に
こ
だ
わ
る
”
麗
澤
大
学

と
し
て
、
世
界
と
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
る
大

学
と
な
る
よ
う
邁
進
致
し
ま
す
こ
と
を
お
誓

い
す
る
と
共
に
、
今
後
と
も
大
学
へ
の
皆
様

の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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名誉会長　廣池　幹堂（32 高）
顧　　問　宮嶋　邦彦（15 高短）　山本　幾雄（23 高）　小野　　剛（24 高）
特任顧問　岡田　恭彦（28 高）
名誉会員　廣池加津子

代表理事・会長
松浪　　進（32 高）

代表理事・副会長
黒須　里美（43 高大）

（麗澤大学麗澤会会長兼務）

上平　光孝（35 高）　　　専務理事
松岡　省一（30 高大）　　理事・副会長
松浦　貞雄（56 高大）　　理事・副会長

田中　敏滋（31 高）　　　理事・北海道支部長
髙野倉匡人（44 高）　　　東日本担当理事
田口　英樹（43 高）　　　西日本担当理事
村田　雅洋（41 瑞）　　　理事・九州ゾーン
西尾　征司（37 瑞）　　　理事・みずこう麗澤会会長
野本　廣之（40 高）　　　理事・れいこう麗澤会会長

岡田　　喜（38 高）　　　理事
木津　孝道（43 高）　　　理事
小柴　孝之（45 高）　　　理事
森光　孝雅（45 高）　　　理事
富田　裕之（58 大）　　　理事
藤田　知則（58 高）　　　理事
西山のりこ（60 瑞大院）　理事
丸　　優泰（63 大）　　　理事
松野　大祐（69 大）　　　理事

山崎　裕二（40 高大）　　監事

麗澤校友会室
米田　隆彦（52 大）
福田　千恵（63 高）

一般社団法人麗澤校友会
令和元年度役員

　先輩先人が築き上げてこられた麗澤会を、今後益々「会員相互の親睦」「知徳の研鑽」
「母校の発展に寄与する」ため、平成 29 年３月に法人化しました。
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学 長 徳永　澄憲（33瑞）

副学長（教育・研究担当）
外国語学部長（兼務）　 渡邊　　信 副学長（学生・国際担当） 堀内　一史（36高大）

経済学部長
上村　昌司

学長補佐（産官学連携担当）
岩澤　知子

学長補佐（カリキュラム担当）
佐藤　仁志

学長補佐（国際学部設置準備担当）
野林　靖彦

井出　　元（29高大）籠　　義樹
言語教育研究科長
井上　　優

学校教育研究科長経済研究科長 図書館長
下田　健人

　令和元年度大学執行部を紹介いたします。
　徳永新学長のもと執行部を中心に教職員一丸となって、学
生の成長を第一とし、「小規模にこだわる。国際性にこだわ
る。」をスローガンに掲げ、世界と地域から存在を期待される
小規模だがきらりと光る大学の実現を目指します。

麗澤大学
令和元年度 執行部一覧
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麗澤校友会麗麗麗麗澤澤澤澤校澤校校校校校友友友友会会会会麗澤校友会

立7 周年記念行事 ご 内7立立立立77777777 周周周周年年年年年記記記念念念念行行行行行行事事事事事事事のののののののごごご 内内内内内内内内内内内創立75周年
記念行事のご案内

　麗澤会は昭和19年９月24日に「東亜外事専門学
校」第１期卒業式挙行に合わせて発足し、初代会長
は廣池千英理事長が就任されました（右表参照）。
爾来本年で75周年を迎え、会員数（在校生と卒業
生）は46,000人余となりました。
　先輩先人が築き上げてこられた麗澤会を、今後
益々「会員相互の親睦」「知徳の研鑽」「母校の発展
に寄与する」ため、平成29年３月に法人化し、本
年は「麗澤校友会　創立75周年記念大同窓会in兵
庫」(9/7)、「戦没麗澤会員75年慰霊祭」(9/28)の２
つの記念行事を企画いたしましたので、是非ご参加
くださいますようお願い致します。

年月日 主な項目 会長（敬称略）
昭和19年 麗澤会発足（9月24日） 会長：廣池千英
昭和25年 麗澤短期大学開学
昭和26年 麗澤高等学校開校
昭和34年 麗澤大学開学
昭和35年 麗澤高等学校瑞浪分校開校
昭和36年 麗澤瑞浪高等学校開校
昭和43年 会長：廣池千太郎
昭和51年 麗澤大学別科日本語研修課程開設
昭和55年 麗澤幼稚園開園
昭和60年 麗澤瑞浪中学校開校
平成元年 名誉会長：廣池幹堂
平成３年 麗澤大学麗澤会発足
平成５年 麗高麗澤会、みずこう麗澤会発足
平成８年 麗澤大学大学院開設
平成14年 麗澤中学校開校
平成29年 一般社団法人移行

「麗澤校友会 創立75周年記念大同窓会in兵庫」開催のご案内
　麗澤校友会は昭和19年に同窓会組織としてスタート
して今年で75周年を迎えます。これを記念して、世界
遺産の姫路城がある兵庫県、そして新幹線の姫路駅前の
大変便利な場所、ホテル日航姫路にて９月７日13時よ
り「麗澤校友会　創立75周年記念大同窓会in兵庫」を
開催します。ホテル自慢の料理とドリンクを堪能した
り、そして参加された方からスピーチをいただいたりし
てご堪能ください。サプライズの催しも企画し、最後に
は当選確率の高い！大抽選会もあり、楽しく過ごしてい

ただけるように万全の態勢でお迎えいたします。
　今再び、全国に友達がいる卒業生たちが兵庫県に集ま
る機会ができたことを大変嬉しく思います。皆さまにお
会いできることを楽しみにしています。遠方の方は旅行
を兼ねて、近隣の方は懐かしい先生・友達の顔を見に参
加してください。
� 兵庫県麗澤会　支部長　大上磯松
� （お問い合わせ　090-4900-0313）

戦没麗澤会員75年慰霊祭を９月28日に挙行いたします
　皆様ご存じでしょうか、柏・学園内の
霊堂隣に「戦没麗澤会員の碑」がござい
ます。昭和18年10月21日は神宮外苑の杜
で出陣学徒壮行会が行われた日でした。
太平洋戦争の熾烈化にともない、学生の
兵役免除が理工系の学生を除いて廃止さ
れ、文科系の学生は兵役につくことにな
りました。この時、麗澤三母校の前身で
ある東亜専門学校の生徒百数十名が参加
し、11月14日には学園で学徒出陣式が兼
行され仮卒業書を手に、特別幹部候補生
や海軍予備学生としてそれぞれ学園を
去って行ったのでした。そして昭和19年
から20年にかけて戦場にて一般の応召に
よる戦死者と含め百名の方が尊い犠牲と
なりました。
　あれから昭和、平成、令和と時代は移
り75年もの年月が経ちました。今日の繁
栄はこうした大切な命の犠牲の上に立っ
ていることを忘れることはできません。
麗澤校友会では「わが祖国防衛のため」
「父母の住む国土を守る」の意気に燃え
て殉じていかれた先輩の御霊を慰め、こ
の尊い犠牲の上に築かれた平和を守る
「祈りの日」を持ちたいと慰霊祭を企

画致しました。昭和34年に建
立され、昭和53年に33年祭、
平成６年に50年祭が行なわれ
た「戦没麗澤会員の碑」〈写
真〉に改めて感謝の気持ちを
ささげたいと存じます。
　つきましては令和元年９月
28日（土）に「戦没麗澤会員
の碑」の前庭に集い75年慰霊
祭を執り行うことに致しまし
た。式は午前11時から予定し
ております（受付：霊堂にて午前10時よ
り）。式次第は次のとおりで準備致しま
す（玉串料の受付は会場となります）。

　一　戦没麗澤会員神霊奉斎の祝詞
　　　奉上　第一祝詞
　　　同　　第二祝詞
　一　追悼詞奉上
　一　国歌斉唱　
　一　寮歌斉唱(校歌)
　一　献花

　式典終了後、キャンパスプラザ（旧会
員会館）にて会食をして散会とします。

ご遺族の皆様、そして広く現役学生から
卒業生、教職員の皆様にはぜひご参列賜
りたくお願い申し上げます。
　準備の都合上出席希望の方で国内の卒
業生の方は８月10日必着で同封の葉書
にてお申し込みください。海外在住の
方、在学生の方、教職員の方は、メール
（reitakukai@ad.reitaku-u.ac.jp）でお申
し込みください。お問い合わせは麗澤校
友会事務局（☎04-7173-3205）までお願
い申し上げます。

� 一般社団法人麗澤校友会　会長
� 松浪　進
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Reitaku Welcome Back
のご案内BBQ2019

25歳
以下の方は
無料！！

　「れいたく」の卒業生と現役大学生とが世代を超えてつながり、バーべキューを囲みなが
ら交流するイベントです。
　会場は恩師、仲間たちとの ”おかえり ”と ” ただいま ”で一杯になります！
　「れいたく」でつながった世代、国籍、職業のへだてのない一体感を共に味わいませんか？
25歳以下の卒業生、現役大学生は無料でご招待します。

” おかえりなさい ”

問い合わせ先：Reitaku Welcome Back BBQ 2019 実行委員
mail：reitaku.bbq@gmail.com

担当　齋藤 航（麗大72期）
　　　丸 優泰（麗大63期）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※お陰様で昨年度満員御礼となりました。

日 時：2019 年９月28日（土）15：00～ 18：00（14：30受付開始）
会 場：会員会館「キャンパスプラザ」（千葉県柏市）
内 容：�屋外会場にて皆とつながるアクティビティやゲームをしながら、BBQを楽し

むイベントです。
会 費：��3,000円
	 25歳以下の卒業生、現役大学生（大学院生を含みます）は無料ご招待！
	 ※同伴のお子様は小学生以下無料、中・高校生1,000円
申 込：�以下QRコードを読み取り、フォームに入力して下さい。
締 切：	８月30日（金）	

席に限りがありますのでお早めにお申し込みいただくこと
をおすすめします。

	 ※�「QRコードが読み取れない」という方は以下のメールアド
レスまで①氏名②メールアドレス③卒業年度（現役の方は学
年）を記入の上送信して下さい。�
mail：reitaku.bbq@gmail.com

※当会についてのご質問・ご相談は上記メールアドレスまでお願いします。
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必ず箱根路を快走します！

　
『
95
回
記
念
大
会
で
箱
根
駅
伝
初
出
場
を
決
め
よ
う
！
』

　
私
が
こ
れ
ま
で
ス
カ
ウ
ト
の
と
き
に
言
い
続
け
て
き
た
言

葉
で
す
。

　
ま
だ
一
度
も
箱
根
駅
伝
に
出
場
し
た
こ
と
の
な
い
大
学
か

ら
の
言
葉
に
は
当
然
説
得
力
も
な
く
ス
カ
ウ
ト
に
行
っ
て
も

断
れ
る
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
で
す
。
チ
ー
ム
の
予
選
会
成

績
も
振
る
わ
ず
、
出
場
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
20
分
以
上
も

離
さ
れ
る
と
い
う
年
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
も
私
の

言
葉
を
信
じ
て
麗
澤
で
箱
根
を
め
ざ
す
と
決
め
て
く
れ
た
学

生
と
寝
食
を
共
に
寮
生
活
を
し
、
朝
は
５
時
過
ぎ
か
ら
の
練

習
、
授
業
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
ま
た
練
習
、
結
果
が
出
な
い

日
々
が
続
い
て
も
、
い
つ
か
き
っ
と
目
標
を
達
成
し
よ
う
と

彼
ら
と
語
り
合
い
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
３
年
前
に
監
督
と
し
て
指
導
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
頂
き
、
改

め
て
本
気
で
彼
ら
と
向
き
合
い
本
気
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
、

94
回
大
会
で
は
麗
澤
大
学
と
し
て
最
高
順
位
で
あ
る
15
位
と

い
う
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
『
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
あ
る
』

　
私
は
こ
の
言
葉
が
好
き
で
、
こ
の
言
葉
を
信
じ
て
こ
こ
ま

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
辛
く
苦
し
い
と
き
に
も
、

95
回
記
念
大
会
で
初
出
場
を
決
め
よ
う
と
想
い
続
け
て
や
っ

て
き
た
チ
ー
ム
の
成
果
を
こ
の
年
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
そ
し
て
迎
え
た
95
回
記
念
大
会
で
は
出
場
ま
で
1
分
50
秒

及
ば
ず
12
位
…
。

　
結
果
と
し
て
、
箱
根
駅
伝
本
戦
出
場
は
か
な
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
出
場
を
逃
し
本
気
で
悔
し
が
り
、
涙
す
る
学
生
た

ち
を
私
は
初
め
て
見
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
向
け
て
チ
ー
ム

が
一
丸
と
な
っ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
こ

の
悔
し
さ
が
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
想
い

を
胸
に
チ
ー
ム
は
再
出
発
を
し
て
い
ま
す
。
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麗澤大学陸上競技部は

　
私
は
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
１
０
０
回
記
念
大
会
で
初
シ
ー
ド
権
を
取
る
こ

と
で
す
。

　
ま
だ
一
度
も
箱
根
駅
伝
本
戦
に
出
場
す
ら
し
た
こ
と
の
な

い
大
学
が
５
年
後
に
シ
ー
ド
権
を
取
る
な
ん
て
誰
も
考
え
て

い
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は

あ
る
は
ず
で
す
。
今
ス
カ
ウ
ト
し
て
い
る
高
校
生
に
は
私
の

こ
の
意
志
を
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
と
て
も
険
し
い
道

な
の
は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
通
り
選
手
と
一
緒
に

そ
の
道
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
麗
澤
に
関
わ
る
人
た
ち
が
み
ん
な
で
応
援
し

て
く
だ
さ
り
、
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
陸
上
競

技
部
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
１
月
２
、３

日
関
東
学
生
連
合
チ
ー
ム
の
監
督
と
し
て
運
営
管
理
車
に
乗

り
、
改
め
て
箱
根
駅
伝
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
日
タ
ス
キ
を
繋つ

な

ぐ
の
は
10
人
だ
け
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
麗
澤
に
関
わ
る
全
て
の
人
た
ち
が
一
本

の
タ
ス
キ
に
想
い
を
込
め
て
箱
根
路
を
駆
け
抜
け
る
。
そ
ん

な
組
織
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
、
箱
根
駅
伝
本
戦

出
場
ま
で
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
い
き
た
い
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
私
た
ち
陸
上
競
技
部
だ
け
の
力
で
は
か
な
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
競
合
他
校
も
箱
根
駅
伝
本
戦
出
場
を
目
標
に
強
化
を
し
て

い
ま
す
。
チ
ー
ム
、
選
手
を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
よ

り
一
層
の
練
習
と
心
身
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　
何
卒
ご
支
援
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

麗
澤
大
学
陸
上
競
技
部
監
督

　山
川
達
也
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つながる 同 窓 会同 窓 会「また会いたい」そう思えるつながりを。
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麗
澤
29
期（
大
学
）

同
窓
会
開
催
の
お
知
ら
せ

い
だ
い

れ
　
卒
業
50
年
を
記
念
し
て
、「
ぜ
ひ
、
同
窓
会
の
開
催
を

‼
」
の
声
が
聞
か
れ
、
開
催
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
母
校
・
麗
澤
大
学
も
新
校
舎
や
図
書
館
が
建
ち
、
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
内
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

　
今
や
学
生
数
も
約
2
5
0
0
名
。
同
窓
会
の
翌
日
に
は

「
大
学
祭
」（
11
／
２
～
４
）
も
始
ま
り
、
そ
こ
に
は
明

る
く
元
気
で
活
躍
す
る
学
生
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に

ご
予
定
い
た
だ
き
、
当
日
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
日
：
11
月
１
日
㈮
夕
方
～

　
宿
泊
先
：�

研
修
寮
を
予
定
（
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

　
詳
細
の
ご
案
内
（
日
時
、
内
容
、
宿
泊
関
連
等
の
情

報
）
は
、
８
月
上
旬
、
改
め
て
、
対
象
者
全
員
に
お
送
り

し
ま
す
。

�

発
起
人
：
三
浦
有
三
、
前
川
能
教

麗
澤
高
校
20
期

傘
寿
記
念
同
窓
会
　報
告

い
こ
う

れ
　
平
成
30
年
9
月
28
日
、
廣
池
学
園
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ

に
於
い
て
麗
澤
20
期
（
麗
高
9
期
）
の
傘
寿
記
念
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
27
名
（
＋
同
伴
1
名
）

で
、
生
存
会
員
76
名
中
の
3
5
.
5
%
、
ま
た
、
住
所
不

明
、
歩
行
困
難
・
失
明
・
病
気
等
で
参
加
不
能
な
会
員
を

除
き
案
内
し
た
60
名
中
の

4
5
%
に
当
た
り
ま
す
。

関
東
地
区
の
有
志
が
幹
事

役
に
な
り
、
早
い
時
期
か

ら
十
分
な
準
備
が
な
さ
れ

た
結
果
、
予
想
以
上
の
参

加
者
と
な
り
ま
し
た
。
遠

く
は
北
海
道
や
台
湾
か
ら

も
、
中
に
は
卒
業
以
来
会

う
の
が
初
め
て
と
い
う
再

会
も
散
見
さ
れ
る
な
ど
、

全
員
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
進
行
は
村
田
守
義
君
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
先
ず
他
界

し
た
仲
間
16
名
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
森
川
正

大
代
表
の
提
案
で
、
会
員
の
高
齢
化
を
考
慮
し
全
国
規
模

の
同
窓
会
は
今
回
を
最
後
と
す
る
こ
と
や
、
20
期
会
基
金

の
残
金
は
麗
澤
会
お
よ
び
母
校
に
寄
付
を
し
て
精
算
す
る

こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
し
た
森
川

君
を
祝
っ
て
、
武
井
孝
達
君
に
よ
る
彼
の
業
績
、
授
章
理

由
の
紹
介
と
田
辺
礼
子
さ
ん
に
よ
る
花
束
贈
呈
が
あ
り
、

村
田
君
の
発
声
で
再
会
の
喜
び
、
健
康
祈
念
に
加
え
て
、

森
川
君
の
受
章
を
祝
す
乾
杯
を
し
ま
し
た
。
し
ば
し
歓
談

の
後
、
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
ス
ピ
ー
チ
し
、
和
や

か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
同
プ
ラ
ザ
の
和
室
に
て

行
わ
れ
た
二
次
会
は
、
中
島
敬
三
郎
君
の
担
当
で
名
残
尽

き
な
い
心
温
ま
る
集
い
と
な
り
ま
し
た
。
宿
泊
し
た
24
名

の
う
ち
16
名
は
翌
朝
、
麗
澤
館
に
挨
拶
し
た
後
キ
ャ
ン
パ

ス
を
散
策
、
そ
の
他
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
過
ご
し
た
者
を

含
め
、
同
日
開
催
の
麗
高
創
立
70
周
年
大
同
窓
会
に
22
名

が
参
加
し
、
学
年
を
越
え
た
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

�

武
井
照
代
・
記

群
馬
県
支
部

区
麗
澤
会

地
　
平
成
31
年
２
月
24
日
（
日
）、

新
年
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
昨
年
度
事
業

報
告
・
決
算
、
今
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
、
４
月
か
ら
社
団
に
属

す
る
た
め
に
必
要
な
会
則
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
て

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
か
ら
の
思
い
出
話
や
近
況
報
告

な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
お
開
き

の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

栃
木
県
支
部

　
平
成
30
年
11
月
3
日
（
土
）、
支

部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、初
め
て
の
企
画
と
し
て
、

秋
本
薫
氏（
43
高
）に
協
力
を
い
た
だ

き
、㈱
ア
キ
モ
の
工
場
見
学
、漬
物
の

出
来
る
工
程
や
衛
生
管
理
の
徹
底
・

新
商
品
の
開
発
等
を
見
学
し
、安
全
・

安
心
を
基
本
に
さ
れ
て
い
る
現
場
に

感
動
し
ま
し
た
。最
後
に
試
食
、お
土

産
を
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、総
会
、懇
親
会
会
場「
茶

寮
や
す
の
」に
移
動
し
、懐
石
料
理
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、年
間
の
収
支
報
告
、各
自
の
近
況
を
報

告
し
、時
を
超
え
学
生
時
代
に
戻
り
思
い
出
話
に
花
を
咲
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か
せ
ま
し
た
。

　
麗
澤
校
友
会
室
長
米
田
隆
彦
氏
を
お
招
き
し
、
麗
澤
校

友
会
の
現
状
・
大
学
箱
根
駅
伝
の
予
選
会
の
結
果
・
ラ
ク

ビ
ー
場
の
新
設
な
ど
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
回
も
11
月
３
日
（
日
）
に
支
部
総
会
を
開
催
日
に
決

め
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
支
部
長
を
さ
れ
て
き
た
、
伊
藤

信
一
氏
か
ら
次
期
支
部
長
と
し
て
、
秋
本
薫
氏
へ
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
を
し
、「
栃
木
県
支
部
の
若
返
り
に
期
待
す
る
」

と
締
め
く
く
り
、
再
会
を
約
束
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

新
潟
県
支
部

　
平
成
30
年
９
月
８
日（
土
）、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡

に
於
い
て
支
部
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。麗
澤
瑞
浪
中
学
・
高
等

学
校
蟹
井
克
也
校
長
を
お
迎
え

し
、会
員
と
そ
の
ご
家
族
あ
わ

せ
て
17
名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。総
会
後
、蟹
井
校
長
か
ら

各
学
校
の
現
状
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。懇
親
会
で
は
皆
さ
ん
か
ら
自
己
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
お
い
し
い
料

理
と
お
酒
を
堪
能
し
、親
交
を
深
め
ま
し
た
。最
後
に「
暁

鐘
」を
み
ん
な
で
肩
を
組
み
な
が

ら
合
唱
し
、万
歳
三
唱
で
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

静
岡
県
支
部

　
平
成
30
年
８
月
26
日
（
日
）、

静
岡
松
坂
屋
北
館
屋
上
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
で
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

愛
知
県
支
部

　
平
成
30
年
４
月
29
日
（
日
・

祝
）、
名
古
屋
駅
前
の
「
ウ
イ
ン

ク
あ
い
ち
」
で
、
総
会
と
講
演
会

を
開
催
し
、
29
年
度
の
行
事
、
会

計
、
会
計
監
査
報
告
と
30
年
度
行

事
予
定
を
採
択
し
、
そ
の
後
記
念

講
演
で
は
麗
澤
大
学
学
長
中
山
理

先
生
を
お
迎
え
し
て
、
麗
澤
会
員

の
進
む
道
と
し
て
の
講
演
や
近
況

報
告
等
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
午
後
は
北
京
料
理
「
百

楽
」
に
て
懇
親
会
を
行
い
、
瑞
浪

の
安
井
先
生
よ
り
麗
澤
瑞
浪
の
紹

介
、
新
入
生
、
新
卒
生
と
ご
父
兄

の
紹
介
と
ス
ピ
ー
チ
、
恩
師
の
ス

ピ
ー
チ
、
そ
の
後
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
数
年
前
か
ら
各
期
別
の
代
表
世
話
係
を
選
任
し
同
期
生

に
連
絡
を
し
て
も
ら
い
参
加

者
の
増
加
を
図
り
、
お
か
げ

さ
ま
で
今
回
は
95
名
。
テ
ー

ブ
ル
ご
と
に
ミ
ニ
期
別
同
窓

会
を
行
い
な
が
ら
新
入
学

生
・
新
卒
業
生
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

三
重
県
支
部

　
平
成
30
年
５
月
13
日

（
日
）、
総
会
＆
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

三
重
県
支
部

名
張
麗
澤
会

　
平
成
30
年
９
月
15
日
（
土
）、
山
裾
の
ゆ
っ
た
り
と
時

間
の
流
れ
る
赤
目
温
泉
湯
元
「
赤
目
山
水
園
」
に
て
名
張

地
区
総
会
・
懇
親
会
を
会
員
12
名
参
加
に
て
行
い
ま
し

た
。

　
総
会
は
山
路
和
良
氏
（
33
大
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、

勝
矢
啓
司
地
区
長
挨
拶
、
杉
本
誠
一
郎
議
長
の
議
事
進

行
。
29
年
度
活
動
、
収
支
報
告
と
30
年
度
の
活
動
案
、
予

算
案
を
審
議
、
承
認
と
ス
ム
ー
ズ
に
終
了
。
そ
の
後
、
山

路
講
師
よ
り
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
学

園
生
活
で
の
体
験
を
通
じ
、
学
園
と
い
う
生
活
環
境
の
中

で
培
わ
れ
た
感
謝
、
慈
悲
の
こ
こ
ろ
は
卒
業
後
の
精
神
的

な
基
盤
と
な
り
、
常
に
そ
の
当
時
を
振
り
返
る
事
で
初
心

に
戻
れ
る
大
切
な
時
期
だ
っ
た
と
回
顧
さ
れ
、
幾
つ
も
の

人
生
転
機
の
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
勝
矢
地
区
長

よ
り
30
年
に
名
張
警
察
署
署

長
で
赴
任
さ
れ
初
参
加
の
加

藤
匡
署
長
（
42
瑞
）
の
紹
介

が
あ
り
、
乾
杯
音
頭
は
大
先

輩
で
も
あ
る
増
山
（
旧
姓
松

岡
）
さ
ん
（
24
高
）
の
ご
発

声
の
も
と
開
宴
と
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
の
流
れ
の
中
で
、
各
会

員
か
ら
の
近
況
報
告
や
当
時

の
思
い
出
話
等
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
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滋
賀
県
支
部

　
平
成
30
年
６
月
24
日（
日
）、麗

澤
瑞
浪
中
学
・
高
等
学
校
教
頭
藤

田
知
則
先
生（
58
高
）を
お
招
き

し
、総
会
及
び
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。会
員
23
名
以
外
に
会
員

の
子
供（
小
学
３
年
生
）が
１
名

参
加
。前
年
度
の
関
西
大
会
の
開

催
成
功
を
受
け
て
、滋
賀
県
支
部
と
し
て
活
動
の
活
性
化

を
図
り
、支
部
内
の
会
員
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。

奈
良
県
支
部

　
平
成
30
年
７
月
16
日
（
月
・
祝
）
に

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
吉
村
新
支
部

長
の
も
と
、
今
後
の
支
部
を
ど
う
盛
り

上
げ
て
い
く
か
を
主
な
テ
ー
マ
と
し

て
、
卒
業
生
・
在
校
生
を
交
え
た
形
で

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
恩
師
と
し
て
瑞
浪
か
ら
吉
村
孜
先
生
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
学
園
の
現
状
と
思
い
出
話
を
中
心
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
29
期
廣
瀬
さ
ん
が
経

営
さ
れ
て
い
る
「
中
国
料
理
宴
席 

橘
」
に
移
動
し
て
、

世
代
を
超
え
て
盛
り
上
が
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

和
歌
山
県
支
部

　
平
成
30
年
４
月
29
日
（
日
・
祝
）、
和
歌
山
マ
リ
ー
ナ

シ
テ
ィ
内
に
於
い
て
「
和
歌
山
県
麗
澤
会
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
員
12
名
、
会
友
22
名
で
し
た
。
総
会
で

は
29
年
度
の
活
動
と
会
計
の
報

告
、
終
了
後
は
恒
例
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
よ
り「
家
族
揃
っ
て
楽

し
く
参
加
出
来
る
O
B
O
G
会
っ

て
ス
ゴ
イ
と
思
い
ま
す
」と
の
お

褒
め
の
コ
メ
ン
ト
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。い
つ
も
感
じ
る
の
は
、世
代

を
超
え
て
で
も
分
か
ち
合
え
る
、

語
り
合
え
る「
麗
澤
の
き
ず
な
」で

す
。今
後
も
こ
の「
き
ず
な
」を
大

切
に
、母
校
に
感
謝
し
、力
を
合
わ

せ
て
支
援
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
県
支
部

　
平
成
30
年
７
月
１
日
（
日
）、
総
会
、
懇
親
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
活
動
報
告
・
会
計
報
告
・
今
後
の
活
動
に
つ

き
了
承
、
ま
た
支
部
長
よ
り
今
後
の
山
口
県
の
活
動
方
針

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
承
認
し
ま
し
た
。
瑞
浪
の
恩

師
、
谷
澤
先
生
を
お
迎
え
し
、

先
生
の
温
か
い
お
人
柄
に
触

れ
、
学
生
当
時
の
懐
か
し
い
思

い
出
話
に
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
教
え
て
い
た
だ
い
た

道
徳
を
、
社
会
生
活
に
生
か
す

よ
う
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
自
己
紹
介
や
ビ

ン
ゴ
大
会
を
し
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

愛
媛
県
支
部

　
平
成
30
年
５
月
19
日（
土
）、
総

会
を
竹
政
幸
雄
先
生
（
32
高
大
）

に
お
い
で
い
た
だ
き
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
竹
政
先
生
に

は
麗
澤
校
友
会
に
つ
い
て
講
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会
は

楽
し
く
賑
や
か
に
行
う
事
が
で
き

ま
し
た
。

九
州
ゾ
ー
ン

ー
ン
麗
澤
会

ゾ
　
第
３
回
九
州
ゾ
ー
ン
合
同
同

窓
会「
麗
澤
す
き
焼
き
を
囲
む

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。１
年
に

１
度
創
立
者
、廣
池
博
士
生
誕
の

地
中
津
で
、建
学
の
精
神
を
再
確

認
し
、ま
た
懐
か
し
い
麗
澤
で
の

学
び
を
、年
代
を
超
え
て
語
り
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。天
気
に

も
恵
ま
れ
、す
き
焼
き
を
た
っ
ぷ

り
堪
能
し
た
後
は
、博
士
生
家
の

ま
わ
り
に
設
営
さ
れ
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
さ
ら
な
る
懇
親
も
深
め
ま
し
た
。

最
後
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
表
彰
式
を
し
、来
年
ま
た

集
う
こ
と
を
約
束
し
閉
会
致
し
ま
し
た
。今
回
の
参
加
県

は
福
岡
県
、長
崎
県
、佐
賀
県
、大
分
県
の
４
県
で
し
た
。
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地元の支部とも繋がっていただき、母校と期別を越えて親睦を深めましょう。

麗澤校友会は全国に支部があります。転勤等で引っ越された方も是非ご連絡ください！

支部名 支部長名 期別 メールアドレス 電話番号 携帯番号
北海道 田中　敏滋 31高 tanaka@sapporo-law.com 011-281-1441
青森県 若井　隆志 34大 twakai@actv.ne.jp 017-743-1262
岩手県 市瀬　均 56高 htichise0308@outlook.jp 090-8780-8327
宮城県 渡辺　浩吉 36・37高大 022-231-5947
秋田県 小笠原まり子 48高 korima0530@yahoo.co.jp 0184-24-2601
山形県 佐藤　豊 33高 yyh@ma.catvy.ne.jp 023-654-6451
福島県 先崎　温容 56大 qqcp3zbb9@miracle.ocn.ne.jp 0247-78-1278
茨城県 白井　嘉彦 35大 Yoshihiko77@hotmail.com 029-270-1143
栃木県 伊藤　信一 30瑞 ito@in-ito.co.jp 028-622-4637
群馬県 上原　克文 47大 katsufumiuehara@yahoo.co.jp
埼玉県 中村　文夫 20高 048-443-2048
千葉県 染谷　菜摘 72高大 natsumi@seiken-group.jp 080-6517-4377
東京都 西村　統行 43高 yuchan@plum.ocn.ne.jp 03-3829-1996
神奈川県 齋木　貴 33高 saiki-t@mta.biglobe.ne.jp 044-733-2173
新潟県 横山　英晴 42高 tyujyo-yoko@nct9.ne.jp 0258-66-5050
富山県 役川　喜博 42高大 076-465-6838
石川県 山口　茂一 38・39高大 moichi@po2.nsknet.or.jp 076-298-7511
福井県 中島　福則 41瑞 nakaban@beetle.ocn.ne.jp 0770-52-0825
山梨県 依田　昇一 37瑞 kaneyo@nns.ne.jp 055-233-5671
長野県 村田　昌隆 38高 shoryu.mura2@gmail.com 026-244-6716
岐阜県 長谷　愛子 34高 love-french.@docomo.ne.jp 058-392-3741
静岡県 村越　勉 30高 kameyawine@mub.biglobe.ne.jp 054-281-2082 090-3953-4280
愛知県 齋藤　鎮治 34瑞 101ys@ps-saito.jp 052-671-3946
三重県 白木　貞一郎 34瑞 info@shiraki-kk.com 0596-23-2102

滋賀県 藤居　昌幹 42瑞 mfujii.funaasa.nippon@docomo.
ne.jp 0749-65-2237

京都府 生田　泰宏 43高 yasuhiroikuta@gmail.com 090-3728-2675
大阪府 福田　靖久 45高 fukuda.y@marufuku-foods.co.jp 090-3057-2505
兵庫県 大上　磯松 36高大 mkkr08300@maia.eonet.ne.jp 079-597-2020
奈良県 吉村　善明 45瑞 chi2boo@kcn.ne.jp 0743-73-2730
和歌山県 山添　順裕 45瑞 yoshihiro@yamazoe-print.co.jp 073-471-1911
鳥取県 雑賀　正光 31高大 ganju.saiga2@gmail.com 090-8715-8841
島根県 中村　寿男 36瑞大 marujyu@nippon-tea.co.jp 0852-24-0001
岡山県 山本　達 41高 telaffy3109@nifty.com 086-422-2480
広島県 湯本　雅博 38瑞 yumoto_0120@outlook.jp 084-954-3478 070-5050-3478
山口県 山下　温子 36瑞 nagako@xd6.so-net.ne.jp 090-7591-7338
徳島県 橘　　栄一 34瑞 088-645-0189
香川県 宮本　雅由 36高 masa-miya11@helen.ocn.ne.jp 090-8993-0254
愛媛県 鳥生　幸吉 32瑞 kokichi.0822@gmail.com 0898-23-2686
高知県 津野　義忠 29瑞大 088-852-0811
福岡県 杉　慎一郎 53瑞 JDZ06435@nifty.ne.jp 092-511-7348 090-6429-5607
佐賀県 井手　一雄 38大 ide@asahigakuen.ac.jp 090-3417-0874
長崎県 熊屋　久典 35瑞 0950-22-2046
熊本県 澤村　和男 22高大 096-369-7159
大分県 一木　松十郎 30高 0979-22-1191

宮崎県 宮﨑　眞之 28瑞 masayuki1947-0303@q.vodafone.
ne.jp 0985-27-5818

鹿児島県 三福　盛高 34高 yamasan-h@shirt.ocn.ne.jp 0993-34-1360
沖縄県 和久　茂樹 46高 waku@fmokinawa.co.jp 090-9784-2171
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更

住
所
変

・

お
た
よ
り

　
平
成
30
年
４
月
21
日
か
ら
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で
に
次
の
方
々

か
ら
協
力
金
な
ら
び
に
寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
篤
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

 (

敬
称
略･

カ
ッ
コ
内
数
字
は
通

期)

麗
澤
校
友
会
協
力
金

三
浦 

利
重（
7
専
）、大
久
保 

浩

之（
9
専
）、松
久 

章（
9
専
）、菅

沼 

秀
雄（
13
高
）、河
合 

嘉
朗（
14

短
）、高
橋 

孝
典（
15
短
）、春
木 

肇（
15
高
）、香
川 

貞
吉（
17
高
）、

山
根 

勘
次
郎（
17
高
）、石
田 

隆

一（
18
高
）、小
倉 

啓
司（
18
高
）、

森
光 

義
文（
18
高
）、三
上 

と
め

子（
19
短
）、田
中 

駿
平（
19
高

短
）、加
藤 

法
康（
19
高
）、中
川 

千
恵
子（
19
高
）、岩
田 

啓
成（
19

高 

22
大
）、淡
島 

成
介（
20
短
）、

小
島 

佳
子（
20
短
）、有
吉 

正
年

（
20
高
短
）、石
渡 

英
雄（
20
高

短
）、中
島 

敬
三
郎（
20
高
短
）、

森
川 

正
大（
20
高
短
）、五
百
城 

啓
太
郎（
20
高
）、高
岡 

忠
臣（
20

高
）、中
村 

文
夫（
20
高
）、森 

一

馬（
20
高
）、山
添 

雅
子（
20
高
）、

米
津 

幹
郎（
20
高
）、岡
野 

忠

（
21
大
）、川
嶋 

忠
男（
21
大
）、藤

野 

雅
茂（
21
大
）、高
見 

脩
吉（
21

短
）、平
川 

種
徳（
21
高
大
）、武

藤 
昌
夫（
21
高
大
）、横
田 

義
信

（
21
高
大
）、阿
部 

敬
子（
21
高
）、

大
野 
淑
音（
21
高
）、岡
田 

智
子

（
21
高
）、篠
田 
静
江（
21
高
）、谷

川 

誠
士（
21
高
）、新
田 

紘
輔（
21

高
）、松
浦 

乃
武
子（
21
高
）、山
﨑 

伃
志
子（
21
高
）、吉
田 
豊
子（
21

高
）、渡
辺 

愛
子（
21
高
）、有
阪 

敏（
22
大
）、佃 

洵（
22
大
）、大
矢

知 

徳
昌（
22
高
大
）、澤
村 
和
男

（
22
高
大
）、川
窪 

靖
子（
22
高
）、

佐
坂 

徳（
22
高
）、武
藤 

成
生（
22

高
）、森
川 

百
合
子（
22
高
）、山

岡 

慶
次（
22
高
）、横
田 

武
子（
22

高
）、匿
名
希
望（
22
高
）、岩
畔 

勝

子（
23
高
）、江
間 

良
子（
23
高
）、

杉
山 

博
子（
23
高
）、中
根 

拓
代

（
23
高
）、新
田 

賢
治（
23
高
）、野

口 

佐
智
子（
23
高
）、細
川 

菁
子

（
23
高
）、山
田 

和
子（
23
高
）、山

田 

寛
二（
23
高
）、山
田 

由
紀
子

（
23
高
）、山
本 

幾
雄（
23
高
）、石

原 

彌
生（
24
大
）、鈴
木 

一
朗（
24

大
）、田
中 

宏
子（
24
大
）、谷
澤 

淳
子（
24
大
）、三
谷
川 

颯
子（
24

大
）、有
阪 

ひ
で（
24
高
大
）、梶

原 

一
浩（
24
高
大
）、田
中 

新
二

郎（
24
高
大
）、則
竹 

繁
雄（
24
高

大
）、牛
田 

道
雄（
24
高
）、小
野 

剛（
24
高
）、会
田 

璋
子（
24
高
）、

加
藤 

栄
一
郎（
24
高
）、上
萩 

幸

子（
24
高
）、早
川 

実（
24
高
）、山

田 

等（
24
高
）、和
倉 

健
二（
25

大
）、淡
島 

成
高（
25
高
大
）、讃
井 

た
つ
子（
25
高
大
）、古
川 

定
邑

（
25
高
大
）、石
渡 

敏
子（
25
高
）、

宇
佐
美 

洋
子（
25
高
）、成
瀬 

恭

子（
25
高
）、藤
田 

淳
子（
25
高
）、

光
恒 

志
津
子（
25
高
）、宮
本 

美

恵
子（
25
高
）、森 

雅
子（
25
高
）、

池
辺 

祐
三
子（
26
高
）、熊
谷 

和

重（
26
高
）、前
波 

寛
子（
26
高
）、

武
藤 

梅
子（
26
高
）、森
川 

道
雄

（
26
高 

27
大
）、大
谷 

誠
之（
27

大
）、上
野 

克
行（
27
高
大
）、藤

江 

正
義（
27
高
大
）、大
澤 

勝
滋

（
27
高
）、田
中 

拓
治（
27
高
）、

町
田 

芳
子（
27
高
）、大
橋 

正
光

（
27
瑞
）、奥
本 

章
夫（
27
瑞
）、

國
枝 

邦
洋（
27
瑞
）、吉
村 

節
夫

（
27
瑞
）、岡
田 

恭
彦（
28
高
）、梶

原 

恵
子（
28
高
）、河
村 

良
三（
28

高
）、渡
辺 

和
美（
28
高
）、宮
島 

泰
郎（
29
高
大
）、加
藤 

直
子（
29

高
）、栗
林 

信
彰（
29
高
）、関 

俊

章（
29
高
）、長
井 

孝
介（
29
高
）、

加
藤 

正
美（
30
大
）、藤
岡 

廣
章

（
30
大
）、塚
谷 

仁
志（
30
高
大
）、

松
浦 

幸
夫（
30
高
大
）、三
村 

守

（
30
高
大
）、小
澤 

正
明（
30
高
）、

加
藤 
史
子（
30
高
）、炭
崎 

清
太

郎（
30
高
）、村
上 

啓
子（
30
高
）、

村
越 

勉（
30
高
）、上
野 

良
司（
30

瑞
）、小
原 
茂（
30
瑞
）、木
股 

初

子（
30
瑞
）、高
谷 

猛（
30
瑞
）、

中
西 

保
夫（
30
瑞
）、椋
野 

賢
治

（
30
瑞
）、森
田 

政
見（
30
瑞
）、

八
木 

一
利（
30
瑞
）、吉
田 

達

（
30
瑞
）、稲
葉 

芳
章（
31
高
）、

木
水 

英
子（
31
高
）、前
田 

陽
子

（
31
高
）、匿
名
希
望（
31
高
）、九

鬼 

俊
司（
31
瑞
）、中
村 

週
次（
32

大
）、丸
田 

献
次
郎（
32
高
）、孝

森 

廉（
32
瑞
）、中
邑 

進（
32
瑞
）、

広
瀬 

正
雄（
32
瑞
）、吉
田 

満
里

江（
32
瑞
）、青
木 

久
子（
33
高
）、

出
口 

孝
信（
33
高
）、福
本 

宜
男

（
33
高
）、北
條 

寛
子（
33
高
）、

松
本 

浩
一（
33
高
）、長
谷 

愛
子

（
34
高
）、大
場 

康
子（
34
瑞
）、小

林 

希
美（
34
瑞
）、出
口 

宏
一（
34

瑞
）、白
濱 

宏
一（
35
大
）、發
坂 

卓
雄（
35
高
大
）、辻 

博
雄（
36
高

大
）、安
藤 

逸
夫（
36
高
）、石
田 

徳
太
郎（
36
高
）、河
田 

純
治（
36

高
）、松
本 

弘（
36
高
）、杉
野 

則

幸（
36
瑞
）、中
田 

啓
子（
36
瑞
）、

京
極 

亜
津
子（
37
高
大
）、辻 

秋

江（
37
高
大
）、福
本 

は
つ（
37

高
）、久
保
田 

悟
史（
37
瑞
）、高

木 

治
代（
37
瑞
）、髙 

巖（
37
瑞 

38

大
）、川
島 

則
夫（
38
高
大
）、岡
田 

喜（
38
高
）、国
広 

郁
子（
38
高
）、

星 

裕
典（
38
高
）、三
浦 

育
子（
38

高
）、山
口 

茂
一（
38
高 

39
大
）、

湯
本 

雅
博（
38
瑞
）、吉
岡 

芙
美

恵（
38
瑞
）、土
井 

学（
39
高
）、

平
澤 

東（
39
高
）、松
本 

真
佐
子

（
39
高
）、山
沢 

順
子（
39
高
）、石

田 

順
二（
40
高
）、谷 

久
子（
40

瑞
）、赤
松 

か
お
る（
41
大
）、甲

良 

ふ
み
子（
41
高
大
）、林 

暢
子

（
41
高
）、若
松 

信
明（
41
瑞
）、川

島 

正
敬（
42
瑞
大
）、熊
田 

仲
宏

（
43
高
）、玉
井 

和
代（
43
高
）、

横
田 

純
代（
43
高
）、亀
井 

圭
子

（
43
瑞
）、田
中 

寿
郎（
43
瑞
）、谷

口 

寿
子（
43
瑞
）、石
浦 

英
博（
44

高
）、鈴
木 

貴
子（
45
高
）、橋
本 

光
世（
46
瑞
）、國
重 

美
津
子（
48

瑞
）、川
島 

浩
子（
49
高
大
）、森 

雅
司（
49
高
）、倉
澤 

睦（
49
瑞
）、

久
下 

佳
代
子（
52
瑞
）、久
下 

隆

充（
52
瑞
）、成
田 

篤
美（
55
高
）、

山
崎 

晋
作（
56
高
）、新
井 

誠（
57

瑞
）、安
藤 

仁（
57
瑞
）、磯
道 

は

す
美（
57
瑞
）、中
道 

志
保（
57
瑞 

58
大
）、長
谷 

康
代（
59
瑞
大
）、

長
田 

み
づ
え（
61
院
）、長
谷 

享

治（
61
瑞
大
）、西
村 

忠
英（
63
高

大
）、長
谷 

美
佐（
65
瑞
大
）、大

久
保 

匡（
67
大
）、大
薮 

奉
寛（
74

瑞
）、西 

智
弘（
76
瑞
）、麗
澤
26

期
、麗
高
46
期

奨

学

基

金

高
見 

脩
吉（
21
短
）、椎
橋 

洋
一

（
23
高
）、稲
葉 

芳
章（
31
高
）、白

濱 

宏
一（
35
大
）、發
坂 

卓
雄（
35

高
大
）、中
田 

啓
子（
36
瑞
）、京
極 

亜
津
子（
37
高
大
）、池
田 

香（
38

瑞
大
）、秋
葉 

政
江（
56
高
大
）、

安
藤 

仁（
57
瑞
）、山
田 

知
裕（
73

大
）、大
薮 

奉
寛（
74
瑞
）

ス
ポ
ー
ツ
基
金

中
島 

敬
三
郎（
20
高
短
）、高
見 

脩
吉（
21
短
）、稲
葉 

芳
章（
31

高
）、白
濱 

宏
一（
35
大
）、發
坂 

卓
雄（
35
高
大
）、中
田 

啓
子（
36

瑞
）、京
極 

亜
津
子（
37
高
大
）、

高
木 

治
代（
37
瑞
）、池
田 

香（
38

瑞
大
）、加
藤 

智
教（
40
瑞
）、安

藤 

仁（
57
瑞
）、西
村 

忠
英（
63
高

大
）、大
薮 

奉
寛（
74
瑞
）

麗
澤･

箱
根
駅
伝（
麗
大
陸
上
競
技
部
）

大
久
保 

浩
之（
9
専
）、高
見 

脩
吉

（
21
短
）、稲
葉 

芳
章（
31
高
）、矢

島 

温
子（
32
高
）、青
木 

久
子（
33

高
）、白
濱 

宏一（
35
大
）、發
坂 

卓
雄

（
35
高
大
）、中
田 

啓
子（
36
瑞
）、

京
極 

亜
津
子（
37
高
大
）、池
田 

香

（
38
瑞
大
）、飯
田 

秀
志（
42
瑞
）、

安
藤 

仁（
57
瑞
）、玉
井 

智
子（
66

大
）、前
田 

教
博（
68
大
）

被
災
支
援
金

高
見 

脩
吉（
21
短
）、神
戸 

絹
代

（
21
高
）、稲
葉 

芳
章（
31
高
）、北

條 

寛
子（
33
高
）、白
濱 

宏
一（
35

大
）、發
坂 

卓
雄（
35
高
大
）、河

田 

純
治（
36
高
）、中
田 

啓
子（
36

瑞
）、京
極 

亜
津
子（
37
高
大
）、福

澤 

ひ
と
み（
37
瑞
）、湯
本 

雅
博

（
38
瑞
）、秋
葉 

政
江（
56
高
大
）、

安
藤 

仁（
57
瑞
）、西
村 

忠
英（
63

高
大
）、大
薮 

奉
寛（
74
瑞
）

御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す

住

所

変

更

　れ
い
こ
う�

▼
植
田

　康
太
郎
（
81
期
）

　 

〒
２
７
７
―
０
０
８
４
　
千
葉
県
柏
市
新
柏
２
―
11

―
５

　み
ず
こ
う�

▼
阿
部

　誠
（
瑞
高
19
期
定
時
制
）

　 

〒
１
３
５
―
０
０
６
１
　
東
京
都
江
東
区
豊
洲
３
―

５
―
３
―
７
０
８

▼
橋
野

　千
恵
（
瑞
高
25
期
、
旧
姓
＝
有
馬
）

　 

〒
５
８
６
―
０
０
１
３
　
大
阪
府
河
内
長
野
市
向
野

町
７
６
９
―
７
―
２
０
６

▼ 

岡
本

　知
加
（
瑞
高
27
期
定
時
制
、
旧
姓
＝
安
江
）

　 

〒
８
６
１
―
４
１
１
２
　
熊
本
県
熊
本
市
南
区
白
藤

２
―
３
―
80
―
１
３
０
５

▼
南
谷

　真
利
枝
（
瑞
高
42
期
、
旧
姓
＝
大
川
）

　 

〒
１
３
０
―
０
０
２
３
　
東
京
都
墨
田
区
立
川
２
―

９
―
６
　
ア
ル
ク
ス
森
下
３
０
４

お

た

よ

り

　れ
い
こ
う�

▼
山
本

　幾
雄
（
23
期
）

　 

平
成
30
年
２
月
に
転
居
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、

モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
学
祖
廣
池
千
九
郎
博
士
「
道
徳
科
学

の
論
文
」
執
筆
編
纂
の
地
、
畑
毛
ゆ
か
り
の
宿
「
琴

景
舎
・
高
橋
別
館
」
を
譲
り
受
け
、
名
を
伊
豆
畑
毛

温
泉
「
誠
山
」
と
改
め
て
営
業
を
開
始
、
会
長
と
し

て
一
働
き
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
一
度

「
ぬ
る
湯
の
名
湯
」
と
し
て
環
境
省
指
定
の
国
民
保

養
温
泉
を
味
わ
い
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

　 

〒
４
１
９
―
０
１
１
１
　
静
岡
県
田
方
郡
函
南
町
畑

毛
２
４
４
―
４

▼
海
渡
　彰
子
（
24
期
、
旧
姓
＝
末
広
）

　 

平
成
30
年
3
月
15
日
の
神
戸
新
聞
の
発
言
欄
に
載
り

ま
し
た
。
寮
生
活
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
で
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。

　 

「
私
は
高
校
時
代
を
全
寮
制
で
過
ご
し
ま
し
た
。
大

浴
場
の
入
り
口
に
入
浴
心
得
が
貼
っ
て
あ
り
ま
し

た
。
①
全
身
を
き
れ
い
に
洗
う
②
せ
っ
け
ん
類
を
残

さ
ず
お
湯
で
流
す
③
静
か
に
感
謝
し
て
お
湯
に
つ
か

る
―
と
い
う
も
の
で
し
た
。
大
浴
場
の
お
湯
は
百
人

も
二
百
人
も
入
っ
て
も
澄
ん
で
き
れ
い
で
し
た
。
最

近
ラ
ジ
オ
で
「
お
尻
ま
で
き
れ
い
に
洗
っ
て
か
ら
入

れ
」
と
誰
か
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
通
り
で

す
。
家
の
お
風
呂
は
暖
房
が
き
き
に
く
く
て
、
つ
い

入
る
の
が
億
劫
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
温
泉
と

か
お
風
呂
屋
さ
ん
へ
行
き
た
い
で
す
。
そ
う
い
う
場

所
で
は
日
本
人
も
外
国
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
入
浴

の
仕
方
を
書
い
て
貼
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
所
に

よ
っ
て
は
書
い
て
あ
る
の
を
見
ま
す
が
…
。
そ
れ
を

み
ん
な
が
守
り
、
正
し
い
入
浴
法
を
誇
る
べ
き
日
本

の
無
形
遺
産
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

　 

〒
６
５
１
―
２
２
１
４
　
兵
庫
県
神
戸
市
西
区
富
士

見
が
丘
１
―
18
―
９

▼
西
松

　裕
朗
（
31
期
）

　 

こ
の
度
、「
天
下
布
武
」
の
城
、
岐
阜
城
を
望
む
、

清
流
長
良
川
の
畔
に
転
居
い
た
し
ま
し
た
。
お
近
く

に
お
い
で
の
際
は
、
是
非
お
声
を
お
か
け
下
さ
い
。

　 
〒
５
０
２
―
０
８
４
４
　
岐
阜
県
岐
阜
市
岩
倉
町
１

丁
目
27
―
１

　e-m
ail

：yasusirou@
ae.auone-net.jp

▼
西
尾

　信
繁
（
41
期
）

　 

四
日
市
市
萬
古
焼
の
商
業
組
合
理
事
を
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
は
四
日
市
萬
古
焼
の
陶
祖
沼
波
弄
山
翁
の

生
誕
三
百
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
「
ば
ん
こ
の
里
会

館
」
を
中
心
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
古
萬
古
か
ら
現

代
ま
で
の
歴
史
資
料
作
品
展
示
や
体
験
型
・
参
加
型

イ
ベ
ン
ト
・
工
場
見
学
（
ハ
ロ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

等
を
準
備
し
て
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
9
月
初
旬
に
記
念
誌
も
発
刊
し
ま
す
。

書
店
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　 

〒
５
１
０
―
０
０
３
２
　
三
重
県
四
日
市
市
京
町
15

―
27

　 e-m
ail

：kaki-chaki.nishiotoen@
topaz.plala.

or.jp

▼
新
居
　千
晶
（
70
期
、
旧
姓
＝
松
村
）

　 

３
歳
の
息
子
と
地
元
徳
島
県
勝
浦
町
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
婚
活
、
仕
事
、
育
児
な
ど
忙
し
い
毎
日
で
す

が
、
ま
た
そ
の
う
ち
麗
澤
の
同
級
生
と
も
会
い
た
い

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
徳
島
に
来
ら
れ
る
機
会

が
あ
れ
ば
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　 

〒
７
７
１
―
４
３
０
８
　
徳
島
県
勝
浦
郡
勝
浦
町
大

字
坂
本
字
平
野
67
番
地

　み
ず
こ
う�

▼
小
島
　智
愛
（
瑞
高
48
期
、
旧
姓
＝
横
地
）

　 

６
月
９
日
に
結
婚
式
を
挙
げ
ま
し
た
。
川
嶋
先
生
の

あ
い
さ
つ
、
一
貫
生
の
女
子
全
員
の
出
席
の
も
と
無

事
披
露
宴
を
終
え
、
麗
澤
で
学
ん
だ
こ
と
を
新
し
い

家
族
の
中
で
、
実
行
し
幸
せ
な
家
庭
づ
く
り
に
努
め

て
い
こ
う
と
決
心
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　 

〒
４
６
８
―
０
０
１
４
　
愛
知
県
名
古
屋
市
天
白
区

中
平
３
―
１
０
６
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取
締
役
会
長

（
18
高
）

森
光 

義
文

代
表
取
締
役

（
45
高
）

森
光 

孝
雅

株
式
会
社
八
天
堂

感
謝

　未
来
へ
繋
ぐ

〒
723 

0051 

広
島
県
三
原
市
宮
浦
３ 

31 

７

代
表
取
締
役

（
44
高
）

髙
野
倉 

匡
人

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ギ
ア
株
式
会
社

上
質
な
工
具
で
効
率
化
を
！

〒
110 

0016 

東
京
都
台
東
区
台
東
２ 

７ 

１

 

安
藤
ビ
ル
２
Ｆ

代
表
取
締
役

（
38
高
）

曽
根 

恵
子

提
案
と
解
決
。
相
続
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。 

株
式
会
社
夢
相
続

熱
いheart

を
伝
え
た
い
。
株
式
会
社
フ
ソ
ウ
ア
ル
フ
ァ

〒
103 

0028 

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
１ 

８ 

17

 

新
槇
町
ビ
ル
5
階

代
表
取
締
役

（
36
高
）

宮
本 

雅
由

夢
に
向
か
っ
て
未
来
に
前
進
！ 

株
式
会
社
ゆ
め
み
ら
い

み
ん
な
で
一
緒
に
頑
張
ろ
う
！
株
式
会
社
Ｍエ
ム
ア
イ
ジ
ー

ｉ
ｇ

〒
768 

0012 

香
川
県
観
音
寺
市
植
田
町
348 

６
／

 

観
音
寺
市
植
田
町
1400

取
締
役
会
長

（
24
高
）

小
野 

剛

代
表
取
締
役

社
　
　
　長

（
53
瑞
）

小
野 

謙
治

日
本
の
食
　
茂
楽
樹

喜
び
あ
ふ
れ
る「L

ink &
 H

arm
ony

」 

ジ
ャ
ト
ー
株
式
会
社

〒
530 

0053 

大
阪
市
北
区
末
広
町
１ 

22

取
締
役
会
長

（
31
高
）

佐
野 

忠
信

代
表
取
締
役

（
68
高
）

佐
野 

友
亮

マ
ル
エ
ス
メ
タ
ル
株
式
会
社

亜
鉛
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
マ
ル
エ
ス
メ
タ
ル（
株
）

〒
270 

1402 

千
葉
県
白
井
市
平
塚
2592 

３

代
表
取
締
役

社
　
　
　長

（
32
高
）

松
浪 

進

株
式
会
社
松
浪
総
合

代
表
取
締
役

社
　
　
　長

（
36
瑞
）

松
浪 
緑

株
式
会
社
ヴ
ェ
ー
ル
モ
ー
ド

生
き
が
い
と
喜
び
を
お
届
け
す
る

〒
536 

0016 

大
阪
市
城
東
区
蒲
生
３ 
14 

４
（
32
高
）

橋
本 

半
兵
衛

祝

　麗
澤
会
創
立
75
周
年

〒
963 
8001 

福
島
県
郡
山
市
大
町
１ 

３ 

３
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廣
池
学
園
を
創
立
し
た
廣
池
千
九
郎
博
士
の
遺
志
を

受
け
継
ぎ
、
麗
澤
大
学
・
麗
澤
高
等
学
校
・
麗
澤
瑞
浪

高
等
学
校
を
開
設
さ
れ
た
廣
池
千
英
先
生
（
１
８
９
３

-

１
９
６
８
）
没
後
50
年
を
迎
え
、
そ
の
遺
徳
を
し
の

び
、
そ
の
生
き
方
に
学
び
、
次
世
代
へ
継
承
す
る
機
会

と
し
て
、
平
成
30
年
９
月
29
日
、「
麗
澤
お
か
え
り
！ 

た
だ
い
ま
‼ 

フ
ェ
ス
タ 

２
０
１
８
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
廣
池
千
九
郎
記
念
講
堂
で
は
、
主
に
麗
澤
各
校
卒
業

生
、
麗
大
生
お
よ
び
教
職
員
を
対
象
に
「
麗
澤
教
育
を

語
る
会
」（
参
加
者
２
８
０
名
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
新
食
堂
「
け
や
き
」
に
移
し
て
の

「
懇
親
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
は
、
１
０
０
０
名
の

卒
業
生
お
よ
び
在
校
生
、
教
職
員
が
集
い
「
廣
池
千

英
賞
」
特
別
賞
の
表
彰
（
英
語
劇
グ
ル
ー
プ
）、
ク
イ

ズ
、
麗
澤
中
学
・
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
と
同
日
本
文
化

部
（
箏
）
に
よ
る
記
念
曲
の
演
奏
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
旧
交
を
温
め
、
未
来
に
向
け

た
麗
澤
の
絆
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

　
並
行
し
て
開
催
さ
れ
た
「
麗
澤
高
等
学
校
創
立
70
周

年
大
同
窓
会
」
で
は
、「
折
鶴
に
よ
る
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
」
に
挑
戦
し
、
見
事
に
世
界
記
録
を
達
成
。
ま
た
森

光
孝
雅
氏
（
㈱
八
天
堂
代
表
取
締
役
）
に
よ
る
講
演

「
麗
澤
精
神
で
人
生
今
日
が
は
じ
ま
り
こ
こ
か
ら
挑

戦
」、
4
名
の
恩
師
に
よ
る
「
懐
か
し
授
業
」
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た「Reitaku 

W
elcom

eBack BBQ

」に
も
２
０
０
名
近
い
参
加
者

が
世
代
、国
籍
、職
業
を
超
え
た「
麗
澤
」の
一
体
感
を
体

感
し
ま
し
た
。

ジ
ャ
ト
ー
株
式
会
社 

取
締
役
会
長 

小
野 

剛
（
24
高
）・
代
表
取
締
役
社
長 

小
野 

謙
治
（
53
瑞
）、

明
徳
義
塾
中
学
高
等
学
校 

校
長 

吉
田 

圭
一
（
28
大
）、
マ
ル
エ
ス
メ
タ
ル
株
式
会
社 

取
締
役
会
長 

佐
野 

忠
信
（
31
高
）・
代
表
取
締
役 

佐
野 

友
亮
（
68
高
）、
行
本 

康
文
（
31
高
）、
橋
本 

半
兵
衛

（
32
高
）、
株
式
会
社
松
浪
総
合 

代
表
取
締
役
社
長 

松
浪 

進
（
32
高
）、
三
浦 

順
治
（
33
高
）、
株

式
会
社
ゆ
め
み
ら
い
・
株
式
会
社M

ig 

代
表
取
締
役 

宮
本 

雅
由
（
36
高
）、
株
式
会
社
ヴ
ェ
ー
ル

モ
ー
ド 

代
表
取
締
役
社
長 

松
浪 

緑
（
36
瑞
）、
株
式
会
社
夢
相
続
・
株
式
会
社
フ
ソ
ウ
ア
ル
フ
ァ 

代
表
取
締
役 

曽
根 

恵
子
（
38
高
）、
田
口 

英
樹
（
43
高
）、
髙
野
倉 

匡
人
（
44
高
）、
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
ギ
ア
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

髙
野
倉 

匡
人
（
44
高
）、
株
式
会
社
八
天
堂 

代
表
取
締
役 

森

光 

孝
雅
（
45
高
）、
平
山
建
設
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

平
山 

秀
樹
（
48
高
）、
株
式
会
社
ダ

イ
キ
ョ
ー
プ
ラ
ザ 

代
表
取
締
役
社
長 

杉 

慎
一
郎
（
53
瑞
）、
株
式
会
社
フ
ー
サ
ワ 

代
表
取
締
役 

風
澤 

俊
之
（
60
高
大
）

株
式
会
社
東
洋
食
彩 

代
表
取
締
役

社
長 

野
本 

廣
之
（
40
高
） 

、
株
式

会
社
八
天
堂 

代
表
取
締
役 

森
光 

孝
雅
（
45
高
）、
株
式
会
社
小
松
製

菓 

代
表
取
締
役
社
長 

小
松 

豊
（
53

高
）、
平
原 

由
樹
（
57
大
）、
株
式

会
社
フ
ー
サ
ワ 

代
表
取
締
役 

風
澤 

俊
之
（
60
高
大
）、
公
益
財
団
法
人 

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

協
賛
金（
12
月
31
日
ま
で
）を
い
た
だ
い
た
方
（々
敬
称
略
）

協
賛
品
を
ご
提
供

い
た
だ
い
た
方
々

「
麗
澤
お
か
え
り
！
た
だ
い
ま
‼
フ
ェ
ス
タ
」開
催

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
達
成
！

笑
顔
溢
れ
る
B
B
Q

千
英
先
生
も
特
別
出
演
？

1000名の懇親記念パーティー 「麗澤教育を語る会」：学生発表
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サービス付き高齢者住宅

やすらぎの家 はあと おん
心からくつろげる我が家をめざして
　はあとおんは「心を込めた介護サービス」
を通じて、こころ豊かな地域づくりに貢献し
ます。

うるわしの里 はあと おん
サービス付き高齢者住宅

デイサービスセンター
はあとおん　かがやき

デイサービスセンター
はあとおん　きらめき

株式会社Mig
株式会社ゆめみらい

代表取締役 宮本雅由
Miyamoto Masayoshi

麗高36期

株式会社M
エムアイジー

ig　みんなで一緒に頑張ろう！
〒768-0012香川県観音寺市植田町1463番地
TEL0875-24-8588　FAX0875-24-8581
E-mail masa-yiya11@helen.ocn.ne.jp

はあとおん 検索

運営・管理

夢みるトマトの

ゆ

めみちゃん

　「ゆめみちゃん」は世界初の新農業技術アイメックを用いて栽培し
ています。食味、香りのよさだけでなく、栄養価（リコピン、アミノ
酸、ギャバ等）が非常に高く、食べて健康になるトマトです。

▲ ご贈答用に！特選･高級黒化粧箱入り
　内容量1,000g  4,000円（税込）

株式会社ゆめみらい　〒768-0012香川県観音寺市植田町1402-3
TEL0875-23-6788　FAX0875-23-6786　https://yumemi-chan.com 

トマト ゆめみちゃん 検索

生産・販売

食べて健康 夢見るトマトの
ゆめみちゃん

190601REITAKU_18【広告（Mig）】.indd   18 2019/06/12   21:20:16



19 R E I T A K U  N o . 1 5 3

190601REITAKU_表３【広告（夢相続）】.indd   19 2019/06/12   21:17:48



8,000円参 加 費

対　　象 中学２年生・３年生、
男女各15名

開 催 日 ７月20日㈯、８月９日㈮、24日㈯

模擬授業、専攻紹介ブース、学部紹介・入試説明会、キャンパスツアー、
ANAエアラインスクールとの教育連携講座の紹介など

主なプログラム

※�日によってプログラムが異なりますので、詳細は麗澤大学ホームページをご確認ください

申込期間 ７月１日㈪～28日㈰
※本校ホームページからお申し込みください

　オープンキャンパスでは、麗大生の実際の姿や学び、ガーデンキャンパス
などをみなさんの目で確かめていただけます！学生スタッフの先輩たちや先
生たちが本音を伝えます！

オープンキャンパス

夏の体験会

体験入学

ミニオープンキャンパス
2019

８月18日㈰開 催 日

無料参 加 費

開催時間 9：30～12：30

７月１日㈪～８月８日㈭申込期間
※本校ホームページからお申し込みください

対　　象 中学３年生、男女計60名
（S特進、特選・文、特選・理の各コース毎20名）

７月１日㈪午前９：00～15日㈪申込期間 （定員になり次第、締め切ります）

※トライアルテスト　８月１日㈭【対象／小６】、チャレンジテスト　８月１日㈭【対象／小５・小４】
各教科の学習、学校紹介、宿泊体験、レクリエーションほか主な内容

麗澤瑞浪中学・高等学校（ホームページからお申込みください）問い合わせ先

麗澤
大学

麗澤
瑞浪

麗澤
中高

開催時間 10：00～15：30  受付開始９：30

　この夏、麗澤高校では「ミニオープンキャンパ
ス」と「サマーチャレンジ寮体験」を開催しま
す。中学生の皆さんの参加をお待ちしています。

※２日目はミニオープンキャンパスに参加※２日目はミニオープンキャンパスに参加

開 催 日 ８月17日㈯～19日㈪
２泊３日

開催期間 ７月30日㈫
11：50受付

８月１日㈭
13：30解散予定
～

　全国から集まる新しい仲間と宿泊体験を通して、麗澤
瑞浪での学校生活を実感してください。教職員、お手伝
い生徒たちが皆様の参加を心待ちにしています！

小５生90人、小６生120人、中３生60人募集人数

5,000円参 加 費 （２泊３日の宿泊費・食費含む）

サマーチャレンジ
寮体験2019

小５・小６・中３対象

おいでよ、緑いっぱいの麗澤へ

自分の目で見て、聞いて、麗澤を体験してみよう！！

参加者
募集

全国から250人が集結！
令
和
元
年
6
月
1
日
発
行

N
o
.153

発
行
所
：
麗
澤
会
　
〒
277-8686

千
葉
県
柏
市
光
ヶ
丘
2-1-1　

☎
04-7173-3205　

発
行
人
：
岡
田
恭
彦
　
編
集
人
：
富
田
裕
之
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